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統計モデルに基づく音声合成方式における統計モデルパラメータを、感情の次元説で利用される少数の次元によって線形変換す

ることによって、対話における多様な感情を表現可能な音声合成を行った。更に、モデルパラメータをロバストに推定するため

の方法を提案し、有効性を確認した。

Dimensional paralinguistic information control based on multiple-regression HSMM for spontaneous dialogue speech

synthesis with robust parameter estimation
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